
新たな川崎の未来を考える市民検討会の取組

【７区の参加者数のまとめ】 

１ 川崎区（７月５日（土）１０時３０分～１６時、第４庁舎４階第６・７会議室） 

２ 宮前区（７月２０日（日）１０時３０分～１６時、区役所４階大会議室） 

10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代～ 合計 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 平均 

2 2 8 9 14 16 18 18 15 17 20 10 11 8 8 4 96 84 180 25 

10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80代～ 合計 応募総数 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 

1 0 0 2 3 5 0 4 2 0 3 2 1 3 1 0 11 16 14 17 31 

10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80代～ 合計 応募総数 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 

1 0 1 1 0 2 4 2 2 3 4 1 3 0 1 0 16 9 28 12 40 
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３ 幸区（７月２１日（月・祝）１０時３０分～１６時、区役所５階第１会議室） 

４ 高津区（８月９日（土）１０時３０分～１６時、区役所５階第１・２会議室） 

５ 麻生区（８月１０日（日）１０時３０分～１６時、区役所４階第１・２会議室） 

６ 中原区（８月２３日（土）１０時３０分～１６時、エポックなかはら７階大会議室） 

７ 多摩区（８月３１日（日）１０時３０分～１６時、区役所１１階 会議室） 

10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80代～ 合計 応募総数 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

0 0 1 0 2 1 4 3 1 5 2 1 2 2 2 1 14 13 20 17 37

10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代～ 合計 応募総数 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

0 0 2 1 1 3 3 3 3 0 5 2 1 1 0 1 15 11 20 18 38

10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代～ 合計 応募総数 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

0 0 0 0 4 2 2 3 1 4 2 2 1 1 1 0 11 12 23 22 45

10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代～ 合計 応募総数 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

0 1 3 2 3 1 2 2 3 2 2 2 2 0 1 0 16 10 33 23 56

10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代～ 合計 応募総数 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

0 1 1 3 1 2 3 1 3 3 2 0 1 1 2 2 13 13 18 17 35
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川崎 幸 中原 高津 宮前 多摩 麻生

市民への
ＰＲ不足
（情報が
伝わって
いない）

・無いと思ったら実はあったという
気づきが多く見られた
　→いろいろなものが知られてな
いということが課題
　→どうやってPR していくのか
を考えることが大事
　（通常の広報だけでは無関心な
人に届かない。市民の力で声を
出していく事が大事）

・情報がきちんと届くことが
大事
　→既にある情報が区民に
伝わっていないため、複数
の情報手段を持って区民に
届ける体制が必要。

・環境は整っているが、利用者
のニーズと合っていないとい
うことや、情報があるのに、
届いてないと言ったミスマッ
チが起こっている。

・情報が区役所にあると言われて
も区民には知られていないので
はないか。

・情報のルートを整理することが
大事
　→他区のワークショップでは、情報
が届かないという意見が共通して挙
がっていたのに対して、多摩区で
は、IT を使いこなす力を教え合うな
どしていかに情報を取りにいく力を
持つかという意見が出た
　→その他、多様な情報を整理す
ること、内外への情報発信力を
高める事が挙がった。

・ＰＲの強化
思ったより区ではいろいろなことに
取り組んでいることがわかった。そ
れが区民に伝わるＰＲが必要。区
内だけでなく、区外に向けても
発信していくとよい。

既存資源
の活用

・無い物をつくるのではなく、既存
の資源を活用することが大事
　→イメチェンすること×点在す
る資源をネットワーク化すること

・ハコ物ではなくサービスとしてまち
中に機能を増やすという発想が大
事
　→まちの防災スポットや、保育園
をハコとしてではなく既存の空間
にサービスやしくみを付与する
形で活用する。

・既にある資源を活用すること
が大事
　→資源とは、活動、人材、情報、
場所など

・移動環境を見直し、高齢者の暮ら
し、観光資源、商業施設などをネッ
トワーク化することで、多摩区の価
値を高めることが大事。

・大学連携→農、芸術、文化
・プロ（区内在住の人的資源）→
もっとステップアップするための外
部の力を得る。

多世代
交流

・まちの良いところ× 高齢者→健
康づくり（元気な高齢者が多いま
ち）
・地域の人材を求める人とつ
なぐことが大事
　・元気で知恵のある高齢者→子
ども・子育てする親の支援に
　・子どもへの教育→母親（家族）
へのマナー教育に

・みんなで地域の人も協力し
て実践すること
　→古くから地域に住む人
と、新しい住民が交流し、コ
ミュニティを育むことが、高齢
者の問題や子ども支援など
テーマを横断した課題解決に
つながる。
　→また、新旧のコミュニティ
だけではなく、趣味などでつ
ながる新たなつながりづく
りの可能性がみえる

・今にあった方法で、コミュニ
ケーションを改善することが、
テーマを横断して必要。

・高齢者が子どもの学びに関わるこ
とが大切
　→全区に共通するが、高齢者を
人材として子どもや子育て層の
ために活かしていく

・次世代が住みやすいまちにする
ための多世代交流が必要
　→シニアが子どもの学びに関わ
る事で、子どもは学校では学べな
い教育を得ることができ、親の負
担も減る。

・高齢者も子育て層も地域の中で共
に学ぶ事が大事
　→多世代がつながるというキー
ワードは各区で共通して挙げられて
いる。
・多摩区では学校で地域と子どもが
つながる寺子屋の取り組みが始まっ
ているので、これらが全区に広がる
ことが期待される。

・世代間交流
・子ども→郷土に親しみ、農に興味
を持つ教育→世代交代へ
・仕事をつくる・地域で働く

・課題解決に必要な３つの視点
①あるものの使い方を工夫
すること
②考え方（意識）を変えること
③自助・共助の力を上げるこ
と

・体験を通した学びが必要
　→若い世代に自然や歴史を学ん
でもらうために、「体験」というキー
ワードが共通して挙がった。

・高齢者が外に出るためのバリア
を減らすことが必要
　→坂が多い環境ということもあ
り、出歩くキッカケとなる身近な交
通を考える事の必要性や、出歩く
目的となる場や機会を充実する
必要がある

特
徴
的
な
も
の

各
区
共
通
す
る
も
の

川崎の未来を考える市民検討会の意見交換の概要（テーマ別）

区
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